
ATOMICA_05-01-01-08.pdf


 


＜概要＞
  青森県六ヶ所村にある日本原燃（株）の高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターのガラス固化


体貯蔵施設では、固化体収納管の外側に同心円状に通風管が設けてあり、冷却空気はこの間隙を
通して固化体を自然対流で冷却する。固化体は間接的に冷却されるので、冷却空気が汚染される
確率は極めて低い。また、ガラス固化体貯蔵施設は航空機の衝突に対しても防護できる設計がな
されている。収納するガラス固化体は受入れ時に仕様通りであることを固化処理時の記録から確
認するとともに、発熱量や閉じ込め性などの重要な項目についてはそのつど測定して確認してい
る。また、安全性に関連して、ガラス固化体に起因する潜在的空気汚染の原因物質の性質やコン
クリートの耐放射線性について基礎的な試験研究が行われている。


  ガラス固化体は法令上の防護対象となる特定の核燃料物質には該当せず、炉規法にもとづく核
物質防護措置は要求されていないが、施設の入り口における出入管理、境界における定期的な巡
視など、「慣行による慎重な管理」に従って防護が実施されている。


＜更新年月＞ 
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＜本文＞
  高レベル放射性廃棄物ガラス固化体（以下「ガラス固化体」という）からは、含有する放射性


核種の崩壊熱が発生している（例：COGEMA返還廃棄物約２kW/本）ので、冷却のため30年間か
ら50年間程度貯蔵し、その後最終処分される。図１に青森県六ヶ所村にある日本原燃（株）の高
レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターのガラス固化体貯蔵施設（鉄筋コンクリート造、地上２
階、地下２階、建築面積約2，000ｍ ）の概要を示す。床面走行クレーンおよび収納管80本で構
成される貯蔵ピット２基があり、総数1，440本の貯蔵の能力がある。収納管の外側に同心円状に
設置された通風管と収納管の間隙に冷却空気を流すことにより、ガラス固化体は収納管の外側か
ら冷却する構造となっている。冷却空気はガラス固化体の発熱による熱対流で自然換気され、排
気モニタリング設備で放射能濃度が監視され、排気口から放出される。


  ガラス固化体からの中性子線によりわずかに放射化される冷却空気中の放射性物質等の敷地境
界外の空気中濃度は、評価結果が厳しくなるように気象条件を設定して評価されている。この結
果、最も高い場合でも法令に定める濃度限度の500，000分の１以下である。また、直接線および
スカイシャイン線による敷地境界の線量当量は、計算の結果、年間約0.007ミリシーベルトであ
り、一般公衆の被ばく線量は法令で定められている線量当量限度年間１ミリシーベルトを超えな
い十分低い値である。


  ガラス固化体貯蔵施設は航空機の衝突に対する防護設計がなされており、航空機の部品のうち
比較的硬い部品であるエンジンの衝突を想定して、コンクリートの圧縮破壊および鉄筋または鋼
材が破断しない設計になっている。また、ガラス固化体を取り扱う機器・設備が破損するような
落下事故が生じないよう設計されている。


  ガラス固化体が貯蔵施設に受け入れられる際にはガラス固化体が仕様通り製造されることを品
質管理の記録等で確認するとともに、発熱量、閉じ込め性等重要な特性については受入れ時点で
測定による確認検査が行われている（図２参照）。


  汚染の原因になる物質については、多くの基礎的な試験研究が行われている。例えば、セシウ
ム137による空気汚染源について、ガラス固化体の温度とキャニスタ内部の空気の汚染との関係
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（図３参照）を調べられており、500℃以下ではセシウムの昇華蒸気圧と関係なく浮遊粒子によ
る汚染であると推定されている。また、キャニスタに万一穴があいた場合を想定して、模擬キャ
ニスタに人工的にあけた穴から漏洩する放射性物質の量を測定する試験が行われ、放射性物質の
漏洩が認められないことが確認されている。
 衝突エネルギー密度10J/cm でのガラスブロックの標準落下試験では、飛散しやすい粒径である
10μm以下のガラス粒子の生成は約0.15％であり、粒子の大きさの分布は対数正規分布で近似でき
るとの報告がある。コンクリートの耐熱・耐放射線性については160℃までの加温状態および総
照射線量約2.0 E10 Ｒまでの種々の組み合わせでのγ線照射試験が行われ、加温による物性変化は
認められたが放射線照射の影響は認められていない。
 ガラス固化体貯蔵時の核物質防護の実施について、現在国内では日本原燃（株）の高レベル放
射性廃棄物貯蔵管理センターと日本原子力研究開発機構のガラス固化体技術開発施設において貯
蔵されており、出入許可を受けた者や車両のみしか施設に接近することが出来ない。ガラス固化
体は法令上の防護対象となる特定の核燃料物質には該当せず、炉規法にもとづく核物質防護措置
は要求されていないが、施設の入り口における出入管理、境界における定期的な巡視など、「慣
行による慎重な管理」に従って防護が実施されている。
（前回更新：1996年３月）


＜関連タイトル＞
高レベル放射性廃棄物ガラス固化体の輸送時の安全性 (05-01-01-07)
高レベル放射性廃棄物ガラス固化体の貯蔵時の安全性 (05-01-01-08)
再処理施設からの放射性廃棄物の処理 (05-01-02-03)
高レベル廃液ガラス固化処理の研究開発 (05-01-02-04)
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